
ボランティアツアーに関する対応状況 

 

平 成 ２ ９ 年 ８ 月 

観光庁観光産業課 

 

○ ボランティアツアーについては、ツアーを主催する者が参加者に対して、運送や宿泊の

サービス提供に関して責任を持つことになるため、従来、その実施にあたっては、主催

者が旅行業の登録を受けるか、旅行業者に委託し、参加者の安全確保を図るよう、東日

本大震災後、個別に注意喚起を促してきたところ。 

 

○ このように、ボランティアツアーのための旅行業法上の取扱いが限定的であったため、

社会福祉協議会、ＮＰＯ法人からボランティアツアーの催行がしにくいとの指摘がなさ

れていた。 

 

○ このため、旅行業法の目的である旅行者の安全・利便性の確保を引き続き図りつつ、緊

急性・公益性の高いボランティアツアーを円滑かつ迅速に実施できるよう、現行の旅行

業法に抵触せずに運送サービス、宿泊サービスを提供できる方法について検討を行って

きたところ。 

 

○ 平成 29 年７月 28 日に、ボランティアツアーの円滑な実施のため、一定の要件を満たす

ケースについては、旅行業法の登録なく実施することが可能である旨の通知を、都道府

県宛てに発出した。 

 

＜ボランティアツアーの実施にあたっての要件＞ 

 ボランティアツアーを実施する地方自治体等は、事前に参加者名簿を作成し、参加者

を把握すること 

 被災の規模・状況に応じ、一定期間内の実施であること（期間については、個別の事

案ごとに終期を示すこととする） 

 責任者の配置や損害賠償保険への加入により、旅行者の安全確保を確保すること 

 

＜対象となるボランティアツアーの例＞ 

 平成 29 年 九州北部豪雨に関するもの 

 平成 29 年 秋田の大雨被害に関するもの 

 平成 28 年 熊本地震に関するもの 

 平成 23 年 東日本大震災に関するもの（Ｐ） 
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法
定

点
検

に
係

る
基

準
の
体

系

①
省

令
・
告

示
で

、
５
年

に
１
回

、
近

接
目

視
を
基

本
と
す
る
点

検
を
規

定
、
健

全
性

の
診

断
結

果
を
４
つ
に
区

分
（
ト
ン
ネ
ル
、
橋

な
ど
の
構

造
物

に
共

通
）

②
市

町
村

に
お
け
る
円

滑
な
点

検
の
実

施
の
た
め
、
主

な
変

状
の
着

目
箇

所
、
判

定
事

例
写

真
等

を
加

え
た
も
の
を
定

期
点

検
要

領
と
し
て
と
り
ま
と
め

（
ト
ン
ネ
ル
、
橋

な
ど
の
構

造
物

ご
と
）

法
定
点
検
に
係
る
基
準
の
体
系

道
路
法

省
令
・
告
⽰

H2
5.
9.
2施

⾏

定
期
点
検
要
領

・
維

持
・
点

検
・
措

置
を
講

ず
る
こ
と
を
規

定

（
ト
ン
ネ
ル
、
橋
な
ど
の
構
造
物
）

構
造
物
に
共
通
の
規
定

（
ト
ン
ネ
ル
、
橋
な
ど
の
構
造
物
）

構
造
物
ご
と
に
策
定

・
構

造
物

の
特

性
に
応

じ
省

令
・
告

示
に
沿

っ
た
具

体
的

な
点

検
方

法

・
主

な
変

状
の
着

目
箇

所
、
判

定
事

例
写

真
等

出
典
：
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
「
第
5回

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
⼩
委
員
会
」
資
料
3

H2
6.
7.
1施

⾏

1

H2
5.
9.
2施

⾏
・
ト
ン
ネ
ル
や
橋

な
ど
に
損

傷
、
腐

食
そ
の
他

の
異

状
で
あ
っ
て
、
道

路
の

構
造

・
交

通
に
大

き
な
支

障
を
及

ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

定
期

点
検

を
規

定
・
５
年

に
１
回

、
近

接
目

視
を
基

本
と
し
て
実

施
・
健

全
性

の
診

断
結

果
を
４
段

階
に
区

分

政
令
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法
定
点
検
の
実
施
状
況

【
点

検
】

橋
梁

・
ト
ン
ネ
ル
等

に
つ
い
て
、
５
年

に
１
度

、
近

接
目

視
に
よ
る
全

数
監

視
を
実

施
。

区
分

状
態

Ⅰ
健
全

構
造
物

の
機

能
に

支
障

が
生

じ
て

い
な

い
状

態

Ⅱ
予
防
保
全
段
階

構
造
物

の
機

能
に

支
障

が
生

じ
て

い
な

い
が

、
予

防
保

全
の

観
点

か
ら
措

置
を
講

ず
る
こ

と
が
望

ま
し
い

状
態

Ⅲ
早
期
措
置
段
階

構
造
物

の
機

能
に

支
障

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
り

、
早

期
に

措
置

を
講
ず

べ
き
状

態

Ⅳ
緊
急
措
置
段
階

構
造
物

の
機

能
に

支
障

が
生

じ
て

い
る

、
又

は
生

じ
る

可
能

性
が

著
し
く

高
く
、

緊
急
に

措
置
を

講
ず
べ

き
状
態

【
診

断
】

統
一

的
な
尺

度
で
健

全
性

の
判

定
区

分
を
設

定
し
、
診

断
を
実

施
。

※
診

断
結

果
は
、
点

検
・
診

断
時

の
健

全
性

を
評

価
し
た
も
の
で
あ
り
、
将

来
に
亘

っ
て
そ
の
状

態
が
維

持
さ
れ
る
こ
と
を
保

証
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ト
ン
ネ
ル
等
の
健
全
性
の
診
断
結
果
の
分
類
に
関
す
る
告
⽰
（
平
成
２
６
年
３
⽉
３
１
⽇
公
布
、
７
⽉
１
⽇
施
⾏
）

ト
ン
ネ
ル
等
の
健
全
性
の
診
断
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
ト
ン
ネ
ル
等
の
状
態
に
応
じ
、
同
表
に
掲
げ
る
区
分
に
分
類

2

2



評
価
対
象
（
近
接
⽬
視
を

⽀
援
す
る
技
術
等
）

試
⾏
的
導
⼊
に
向
け
た

検
証
を
推
奨
す
る
技
術

２
１

１
３

3

効
率
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
た
取
組

H2
9年

度
、
約
27
0橋

で
試
⾏
予
定

⽬
視
及
び
ハ
ン
マ
ー
に
よ
る
打
⾳
検
査

⾮
破
壊
検
査
（
⾚
外
線
調
査
）
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
※

※
異
常
が
疑
わ
れ
る
箇
所
に
対
し
て
打
⾳
検
査
を
実
施

従
来
の
⽅
法

新
技
術
を
活
⽤
し
た
⽅
法

《
橋
梁
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
う
き
及
び
剥
離
》

橋
梁
点
検
⾞
に
よ
る
点
検

○
「
次

世
代

社
会

イ
ン
フ
ラ
用

ロ
ボ
ッ
ト
現

場
検

証
委

員
会

」
で
評

価
さ
れ

た
、
近

接
目

視
を
支

援
す
る
技

術
を
試

行
的

に
導

入
し
、
点

検
の
効

率
化

に
取

り
組

ん
で
い
る
。

平
成
２
６
年
度
検
証
結
果

⾶
⾏
型

ア
ー
ム
型

※
次
世
代
社
会
イ
ン
フ
ラ
⽤
ロ
ボ
ッ
ト
現
場
検
証
委
員
会
:社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
に
活
⽤
可
能
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
現
場
検
証
及
び
評
価
を
⾏
う
こ
と
を
⽬
的
に
、

国
⼟
交
通
省
が
平
成
26
年
2⽉

に
設
置
。

評
価
対
象
（
近
接
⽬
視
を
代
替

ま
た
は
⽀
援
す
る
技
術
等
）

従
来
⼿
法
に
よ
る
調
査
精
度

と
同
等
と
評
価
さ
れ
た
技
術

１
２

０

平
成
２
７
〜
２
８
年
度
検
証
結
果

⾚
外
線
カ
メ
ラ

＜
評
価
さ
れ
た
技
術
の
例
＞

Ⅰ
試
行
的

導
入

に
向

け
た

検
証

を
推

奨
す

る
Ⅱ

課
題
の

解
決

を
前

提
に

、
試

行
的

導
入

に
向

け
た
検
証
を
推
奨
す
る

Ⅲ
課
題
へ

の
対

応
・

結
果

に
よ

り
、

試
行

的
導

入
に
向
け
た
検
証
を
推
奨
す
る

Ⅳ
今
回
は

十
分

な
検

証
が

で
き

て
い

な
い

※
う
ち
、
Ⅰ
と
評

価
さ
れ

た
技

術
は

５
技

術

（
Ⅰ

～
Ⅲ

と
評

価
さ
れ

た
技

術
）
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4

豊
田
市
、
徳
島
県
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
の
考
え
方

○
現

在
、
平

成
３
０
年

度
ま
で
に
一

巡
す
る
定

期
点

検
の
結

果
を
踏

ま
え
、
老

朽
化

の
進

行
度

合
い
等

に
関

す
る
技

術
的

知
見

を
蓄

積
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

○
点

検
業

務
の
効

率
化

等
を
目

的
に
、
平

成
２
６
年

度
よ
り
、
民

間
か
ら
技

術
を
公

募
し
、
現

場

で
の
検

証
を
実

施
し
て
い
る
が
、
現

時
点

で
は
技

術
者

に
よ
る
近

接
目

視
の
代

替
が
可

能
と
評

価
で
き
る
技

術
は
現

れ
て
い
な
い
。
引

き
続

き
、
新

技
術

の
開

発
動

向
等

を
踏

ま
え
た
検

証
が

必
要
。
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